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取扱説明書 

［電源同期機能付き］ 

［第５版］ 

 

ご使用前に取扱説明書をよくお読みいただき、

ご理解された上で正しくお使い下さい。 

又、ご使用時、直ぐご覧になれる所へ大切に 

保存して下さい。 
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安全にお使いいただくために 
安全にご使用して頂く為、試験装置を使用になる前に、次の事項を必ずお読み下さい。 
仕様に記されている以外で使用しないで下さい。 
試験装置のサービスは、当社専門のサービス員のみが行えます。 
詳しくは、（株）双興電機製作所にお問い合わせ下さい。 
 
人体保護における注意事項 

感電について   
人体や生命に危険が及ぶ恐れがありますので、各測定コードを接続する場合は、 
必ず無電圧状態を確認して接続して下さい。 

電気的な過負荷 
  感電または、発火の恐れがありますので、入力回路には指定された範囲外の電圧を 

加えないで下さい。 
パネルの取り外し 
  試験装置内部には電圧を印加、発生する箇所がありますので、パネルを取り外さない 

で下さい。 
機器が濡れた状態 
  感電の恐れがありますので、機器が濡れた状態では使用しないで下さい。 
ガス中での使用         

発火の恐れがありますので、爆発性のガスがある場所では使用しないで下さい。 
 
機器保護における注意事項 

電  源                 
指定された範囲外の電圧を印加しないで下さい。 

電気的な過負荷 
  測定入力には指定された範囲外の電圧、電流を加えないで下さい。 
振 動 
  機械的振動が直接伝わる場所での使用、保存はしないで下さい。 
環 境                 

直射日光や高温多湿、結露するような環境下での使用、保存はしないで下さい。 
防水、防塵 
  本器は防水、防塵となっていません。ほこりの多い場所や、水のかかる場所での 

使用、保存はしないで下さい。 

故障と思われる場合 
    故障と思われる場合は、（株）双興電機製作所または、販売店までご連絡下さい。 
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警告 
この製品は、高圧電力設備の試験、点検をするための機器で、一般ユーザーを対象と 
した試験装置ではありません。電力設備の点検、保守業務に携わる知識を十分に 
もった方が操作を行う事を前提に設計されています。 
その為、作業性、操作性を優先されている部分がありますので、感電事故等が無い 
ように、十分に安全性に配慮して下さい。 

免責事項 
 
◎本製品は、高圧電力設備の試験、点検をする装置です。試験装置の取扱いに関係する。 

専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤操作による感電事故、被試験物の破損など

については弊社では一切責任を負いかねます。 
本装置に関連する作業、操作を行う方は、労働安全衛生法 第六章 労働者の就業に当た

っての措置安全衛生教育 第五十九条、第六十条、第六十条の二に定められた安全衛生教

育を実施して下さい。 
◎本製品は、高圧電力設備の試験、点検をする装置で、高圧電力設備全体の電気特性を改善 

したり劣化を抑える装置ではありません。 
被試験物に万一発生した各種の事故（電気的破壊、物理的破壊、人身、火災、災害、環境

破壊）などによる損害については弊社では一切責任を負いかねます。 
◎本製品の操作によって発生した事故での怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。   

また、操作による設備、建物等の損傷についても弊社は一切責任を負いません。 
◎本製品の使用、使用不能によって生ずる業務上の損害に関して、弊社は一切責任を負いま

せん。 
◎本製品の点検、整備の不備による動作不具合及び、取扱説明書以外の使い方によって生じ

た損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

◎本製品に接続する測定器等による誤動作及び、測定器の破損に関して、弊社は一切責任を

負いません。 
 

取扱説明書は、弊社ホームページより 新版をダウンロードして頂けます。 
                ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｏｕｋｏｕ．ｃｏ．ｊｐ 

                ＱＲコード（取扱説明書のページ） 
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１．仕様 
 

使用電源        ：ＡＣ１００Ｖ  ±１０V  ５０／６０Ｈｚ 

 

電源容量  ：電源投入状態 約８０ＶＡ 

   ： 大出力状態 約４５０ＶＡ 

 

出力周波数 ：５０Ｈｚ／６０Ｈｚ／電源同期 

 

零相電圧出力（電流） 

  レンジ ：25/250/500/1000Ｖ 25/250ｍＡ 

  容量  ：５０ＶＡ 30分定格（２５Ｖレンジは、５ＶＡ） 

   ：電流出力 大負荷インピーダンス約８５Ω 

  指示計器 ：可動コイル形 1．0級  ミラー付 

  出力安定度 ：各レンジ±１％ 

 周波数安定度：±０．１％（出力周波数は、内部にて設定） 

  総合歪み率 ：１％以下 

  過電流保護 ：定格容量の約１１０％で減衰 

 

零相電流出力 

レンジ  ：0．5/1．5/5Ａ (3050CVK) 

  ：0．5/1．5/5/10A (3100CVK) 

容量  ：０．５Ａ 大負荷インピーダンス １２Ω（連続） 

   ：１．５Ａ 大負荷インピーダンス   ４Ω（連続） 

   ：５Ａ     大負荷インピーダンス  １．２Ω（連続） 

：１０Ａ   大負荷インピーダンス  ０．６Ω（30分定格） 

(3100CVK) 

指示計器 ：可動コイル型 1．0級  ミラー付 

出力安定度 ：各レンジ±１％ 

周波数安定度 ：±０．１％（出力周波数は、内部にて設定） 

総合歪み率 ：１％以下 

 

位相 

 調整範囲 ：ＬＥＡＤ１７５°～０～ＬＡＧ１７５°（微調整範囲 約±２0°） 

  指示計器 ：可動コイル型 ±３°ミラー付 

 

慣性出力  

設定範囲 ：０～９９９ｍｓ  分解能１ｍｓ（零相電圧、零相電流とも制御） 

設定精度 ：±１ｍｓ 

 

試験出力  ：零相電圧は、ゼロクロス出力（零相電流は、位相調整によって変わ 

     ります。） 

ＶＲ試験  

 電圧出力方法 ：零相電圧出力回路を使用し、微調整ツマミが試験電圧 

     粗調整ツマミが基準電圧を調整します。 

 電圧切替時間 ：１ｍｓ以内 
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カウンタ 

測定範囲 ：０～９９９．９９９ｓｅｃ         分解能１ｍｓ 

（自動桁上げ） ：１０００．００～９９９９．９９ｓｅｃ 分解能１０ｍｓ 

   ：１００００．０～９９９９９．９ｓｅｃ 分解能１００ｍｓ 

ストップ信号 ：接点 ａ接点、ｂ接点自動検出 

   ：電圧 直流、交流とも１０～２２０Ｖ 印加、除去 

   ：自己電源（継電器が動作したと同時に試験器の電源がなくなり、 

     カウンタが停止する事です。）表示時間約５分間 

測定精度  ：±0．01%rdg ±1dgt ±5ms ±⊿t 

    ：⊿t：接点、DC 電圧 ±1ms 

      ：AC 電圧  ５～10V ±5ms 

        10～20V ±2．5ms 

     20V 以上 ±1ms 

    自己電源   ±3ms 

    ＊自己電源による停止の場合は、電源供給負荷状態（回転機器等に 

よる逆起電力、コンデンサの残留電圧等）によって変わります。 

自己電源の精度は、カウンタの電源供給が完全に遮断してからの 

精度です。 

補助電源 

出力電圧 ：AC100V/DC24/48/110V 

容量  ：AC100Vは500VA、DC出力は30W 

＊ AC100Vは入力電源に対して絶縁しておりません。 

その為、商用電源の使用時は極性確認を行ってください。 

＊ DC出力は、入力電源に対して絶縁しております。 

 

外形寸法  ：３００（Ｄ）×５００（Ｗ）×２００（Ｈ）（突起物を除く） 

ケース  ：アルミ 

重量  ：約１６ｋｇ（付属品は含まず） 

 

使用環境  

温度範囲   ０～４０℃ 

湿度範囲   ８５％以下（但し、結露しない事） 

 

付属品 

取扱説明書       １部 

測定コード       １式 

電源コード      １本 

零相電圧コード      １本 

零相電流コード      １本 

補助電源コード      １本 

時限コード      １本 

時限補助コード      ２本 

電源補助コンセント     １本 

全要素コード      １本 

極性確認コード      １本 

ケースカバー      １枚 

測定コード収納袋      １枚 
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２．各部名称 （図はＤＧＲ－３０５０ＣＶＫ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：＊は、一部ＤＧＲ－３１００ＣＶＫと数値が違います。 

 

 

  １．零相電圧（電流）端子 

位相試験の電圧要素出力端子です。各継電器の電圧要素入力端子に接続します。 

又、電流－電流タイプのＤＧＲを試験する場合の電流要素の出力端子になります。 

ＶＲ試験の電圧出力端子です。 

 

  ２．零相電流端子 

       位相試験の電流要素出力端子です。各継電器の電流要素入力端子に接続します。 

 

  ３．ストップ信号端子 

       時限測定時のカウンタ停止信号入力端子です。継電器又は遮断器の動作信号出力部 

に接続します。 

 

４．動作ランプ 

        動作信号確認用ランプです。ストップ信号端子の状態を確認し、“接点”の場合は、 

      短絡状態、“電圧”の場合は、印加状態時に点灯します。 

 

  ５．ストップ信号切替スイッチ 

       ストップ信号入力端子の入力信号設定スイッチです。入力するストップ信号を設定 

します。無電圧接点の場合は“接点”に設定し、有電圧の場合は“電圧”に設定し 

ます。 
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 ６．補助電源端子 

       継電器の動作電源出力端子です。 

AC100V/DC24/48/110Vの切替で出力します。 

     継電器に接続する時は、補助電源切替スイッチで出力電圧を設定してから接続して 

下さい。ＡＣ１００Ｖ出力で入力電源が商用電源の場合は、極性ランプが点灯状態

で、Ｐ１端子が被接地側、Ｐ２端子が接地側になります。 

ＤＣ出力の場合は、Ｐ１が＋、Ｐ２が－になります。  

 

 ７．補助電源スイッチ 

       補助電源出力端子の電圧を制御するスイッチです。過電流遮断機能を備えており交流 

補助電流出力５Ａで遮断します。補助電源出力時にスイッチのランプが点灯します。 

＊ＡＣ１００Ｖは、電源入力回路とは絶縁されていません。 

 注意：過電流動作した場合、内部で接点が開放状態になります。 

    （操作スイッチは、動作しません。） 

 リセット方法：ＯＦＦ（０マーク）を 

        「カチッ」と音がするまで 

        強く押します。 

 ８．極性端子 

補助電源端子の極性確認用端子です。試験器の動作電源が商用電源の場合、この端子 

       を接地します。 

 

９．極性ランプ 

極性確認用ランプです。商用電源を使用し点灯している場合、Ｐ１端子が被接地側、

Ｐ２端子が接地側になります。 

 ＊極性確認ランプの点灯は電源ランプより暗く点灯しますが、不良ではありません。 

 

10．カウンタ表示部 

       動作時間を表示します。 

 

11．カウンタスイッチ 

カウンタの動作スイッチです。 

       Ｏ  Ｎ：スイッチ中央のランプが点灯している状態で、スタート信号によりカウンタ

が測定を開始します。 

ＯＦＦ：スタート信号でカウンタは測定を行いませんが、ストップ信号端子の入力 

信号状態を知らせるストップ信号確認状態になります。 

ストップ信号切替スイッチが“接点”の場合は、ストップ信号端子が閉路 

状態、“電圧”の場合は、電圧印加状態で動作ランプ、内蔵ブザーが動作 

します。 

 

12．カウンタリセットスイッチ 

    カウンタの復帰スイッチです。動作時間測定後、又は、測定中に初期状態に戻したい

ときに押します。 

＊ 時限測定後、続けて次の時限を取る場合、カウンタリセットスイッチを押して 

カウンタの表示を“０”にしなくても、試験ＯＮスイッチを押すことで自動的に 

表示が“０”になり、カウントします。(オートリセット機能) 
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13．電源ヒューズ（５Ａ） 

      メインヒューズで５Ａのタイプを使用します。 

14．周波数スイッチ 

出力周波数の設定スイッチです。出力させる周波数に設定して下さい。 

５０Ｈｚ、６０Ｈｚは内部発振による周波数で電源周波数に関係なく出力します。 

同期は、電源周波数に同期した周波数になります。 

＊補助電源出力のＡＣ１００Ｖは電源周波数のままです。 

 

15．電源スイッチ 

       試験器のメインスイッチです。“ＯＮ”で装置内に電源を供給します。 

 

16．電源ランプ 

      電源供給の確認用ランプです。電源スイッチ“ＯＮ”状態でランプが点灯します。 

17．電源コネクタ 

       電源供給用コネクタで“ＡＣ１００Ｖ”を入力します。 

 

18．電流計 

      零相電流端子の出力電流を指示します。 

 

19．電圧（電流）計 

      零相電圧（電流）端子の出力電圧（電流）を指示します。 

 

20．位相計 

      電圧出力と電流出力の位相差を指示します。 

 

21．零相電流調整ツマミ 

      零相電流出力の調整ツマミです。上段が微調整、下段が粗調整になります。 

 

22．零相電流切替スイッチ 

      零相電流のレンジ切替スイッチで、出力したい電流に応じたレンジを選択します。 

      ＊ＡＣ０．５／１．５／５Ａ（３０５０ＣＶＫ） 

＊ＡＣ０．５／１．５／５／１０Ａ（３１００ＣＶＫ） 

 

23．零相電流ヒューズ 

     ＊零相電流のヒューズで５Ａ（３０５０ＣＶＫ）を使用します。 

     ＊零相電流のヒューズで１０Ａ（３１００ＣＶＫ）を使用します。 

 

24．零相電圧（電流）調整ツマミ 

      零相電圧（電流）出力の調整ツマミです。上段が微調整、下段が粗調整になります。 

     又、ＶＲ試験の電圧調整ツマミになり、上段が試験電圧、下段が基準電圧になります。 

 

25．零相電圧（電流）切替スイッチ 

       零相電圧（電流）のレンジ切替スイッチで、出力したい電圧（電流）に応じたレンジ 

       に選択します。 

 

26．零相電圧（電流）ヒューズ（３Ａ） 

      零相電圧（電流）のヒューズで３Ａを使用します。 
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27．位相調整ツマミ 

      零相電圧（電流）出力と零相電流出力の位相調整ツマミです。 

上段が微調整、下段が粗調整になります。 

 

28．位相計スイッチ 

      位相計の動作スイッチです。“ＯＮ”で位相計が動作し、電圧（電流）出力と電流 

    出力の位相差を指示します。 

     ＊“ＯＦＦ”でも、位相調整ツマミで調整した位相差は関係しますので、注意して 

下さい。 

 

29．電圧切替スイッチ 

       ＶＲ試験の基準電圧－試験電圧切替スイッチです。 

   基準電圧：零相電圧（電流）調整ツマミの粗調整ツマミで、調整した電圧が出力 

          します。 

   試験電圧：零相電圧（電流）調整ツマミの微調整ツマミで、調整した電圧が出力 

          します。 

        カウンタのカウント開始は“基準電圧”→“試験電圧”で開始します。 

 

30．試験切替スイッチ 

      位相試験－ＶＲ試験の切替スイッチです。 

 

31．試験ＯＦＦスイッチ 

      試験終了スイッチです。各要素の出力を停止します。 

時限測定でカウンタが停止した時、同じ状態になります。 

 

32．試験ＯＮスイッチ 

      試験開始スイッチです。“ＯＮ”で各要素が出力し、カウンタがスタートします。 

 

33．試験ランプ 

      試験状態の確認用ランプです。 

 

34．出力時間設定スイッチ 

      慣性試験の出力時間設定スイッチです。設定した時間だけ電圧、電流が出力します。 

 

35．慣性スイッチ 

      慣性試験を行う時の、出力制御スイッチです。試験ＯＮスイッチで、出力時間 

設定スイッチの設定した時間が出力します。 

 

36．電圧常時出力スイッチ 

      零相電圧（電流）出力の常時出力スイッチです。“ＯＮ”で試験状態に関係なく出力 

     します。位相特性試験の時限測定時に、電圧要素は常時印加し、電流のみ突印加にて

測定する場合に使用します。 

 

37．電流整定スイッチ 

      零相電流出力の整定スイッチです。時限測定時に“ＯＮ”で電流を外部に出力せず、 

     出力電流を調整できます。  
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38．直流補助電源ヒューズ（0．5Ａ） 

    補助電源の直流出力のヒューズで0．5Ａを使用します。 

 

39．補助電源切替スイッチ 

    補助電電源の電源電圧を選択します。 

出力電圧を選択してから継電器に接続して下さい。 

 

40．全要素コネクタ 

    各入出力端子と並列に接続されている一括コネクタです。試験端子が一箇所に 

まとまっている場合に、このコネクタのみで接続します。 
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３．方向性地絡継電器試験方法 

  

  ＊継電器の設定例は、下記のような設定とします。 

 零相電流整定タップ：０．２Ａ 

 零相電圧整定タップ：５％ 

 時間整定タップ    ：０．２秒 

 高感度角        ：進み０° 

     試験方法は、継電器単体試験、試験用電源は他電源方式 

 

  ３－１：試験準備 

  １．各スイッチを下記のように設定して下さい。 

 電源スイッチ・・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 補助電源スイッチ・・・・・・・・ＯＦＦ 

 ストップ信号切替スイッチ・・・・電圧 

 慣性スイッチ・・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 常時電圧出力スイッチ・・・・・・ＯＦＦ 

 電流整定スイッチ・・・・・・・・ＯＦＦ 

 試験切替スイッチ・・・・・・・・位相試験 

 電圧切替スイッチ・・・・・・・・試験電圧 

 位相計スイッチ・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 位相調整ツマミ・・・・・・・・・０ 

 零相電圧（電流）切替スイッチ・・２５Ｖ 

 零相電圧（電流）調整ツマミ・・・０ 

 零相電流切替スイッチ・・・・・・０．５Ａ 

 零相電流調整ツマミ・・・・・・・０ 

 補助電源切替スイッチ・・・・・・継電器の制御電源 

 周波数スイッチ・・・・・・・・・出力する周波数 

 

  ２．試験回路（図１、２）を構成します。 

（商用電源を試験器の電源として使用する場合、極性端子を接地して極性ランプが点灯 

する側に電源の極性を合わします。） 

  ３．ストップ信号切替スイッチを継電器動作信号に応じて設定します。 
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  ３－２：動作電流値試験 

  ＪＩＳ規格では、零相電圧を整定値の１５０％にし、位相角を 高感度角に調整し、 

０から徐々に電流を流し継電器が動作する値を測定すると規定しています。 

 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．補助電源切替スイッチの電圧を確認し、補助電源スイッチを“ＯＮ”にして、継電器 

   に動作電源を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

  ３．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ４．零相電圧を整定値の１５０％の電圧を零相電圧検出用コンデンサに印加します。 

   ３８１０Ｖ×５％×１５０％＝２８５Ｖ 

   ＪＩＳ規格で零相電圧は３相一括で印加するようになっています。 

１相のみに零相電圧を印加する場合は、基準となる電圧３８１０Ｖを１１４３１Ｖに

して計算します。 

   一般的には、テスト端子用コンデンサも各相に入っている電圧検出用コンデンサの 

   静電容量の３倍のコンデンサが入っているため、基準となる電圧は３８１０Ｖになり

ます。 

 屋外用（柱状の開閉器に付属）の場合は、直接検出用コンデンサに印加するのは 

できない為、制御装置のテスト端子のみの印加になります。 

      零相電圧（電流）切替スイッチを“５００Ｖ”に設定します。 

  ５．零相電圧（電流）調整ツマミを回し、“２８５Ｖ”に調整します。 

     （電圧（電流）計“２８５Ｖ”指示） 

  ６．零相電流を徐々に継電器へ流します。継電器の電流整定タップは０．２Ａなので、 

   零相電流切替スイッチを“０．５Ａ”に設定します。 

  ７．零相電流調整ツマミを回し、０．１Ａ程度流します。 

  ８．位相計スイッチを“ＯＮ”にします。 

  ９．位相調整ツマミを回し、位相計指示を継電器の 高感度角（進み０°)に調整します。 

１０．継電器の動作ターゲットを見ながら、電流を徐々に増加させるとある電流値で継電器 

   の動作ターゲットが動作します。この電流値が“動作電流値”です。 

      又、ストップ信号端子に継電器の動作信号が入力され、動作ランプと動作ブザーが 

   動作する為、継電器が動作を継電器のターゲットをたえず確認せずに試験が行えます。 

１１．零相電圧（電流）調整ツマミを“０”にします。 

１２．零相電流調整ツマミを“０”にします。 

１３．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

１４．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（補助電源ランプ消灯） 

１５．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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  ３－３：動作電圧値試験 

  ＪＩＳ規格では、零相電流を整定値の１５０％にし、位相角を 高感度角に調整し、０か 

ら徐々に電圧を印加し継電器が動作する値を測定すると規定しています。 

 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．補助電源切替スイッチの電圧を確認し、補助電源スイッチを“ＯＮ”にして、継電器 

   に動作電源を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

  ３．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ４．零相電流を整定値の１５０％の電流を零相変流器に流します。 

  ０．２Ａ×１５０％＝０．３Ａ 

 ＊通常は、零相変流器の試験用端子（Kｔ、Lｔ）に流します。 

      零相電流切替スイッチを“０．５Ａ”に設定します。 

  ５．零相電流調整ツマミを回し、“０．３Ａ”に調整します。（電流計“０．３Ａ”指示） 

  ６．零相電圧を徐々に継電器へ印加します。継電器の電圧整定タップは５％なので、零相 

   電圧（電流）切替スイッチを“２５０Ｖ”に設定します。 

  ７．零相電圧（電流）調整ツマミを回し、５０Ｖ程度印加します。 

  ８．位相計スイッチを“ＯＮ”にします。 

  ９．位相調整ツマミを回し、位相計指示を継電器の 高感度角（進み０°)に調整します。 

１０．継電器の動作ターゲットを見ながら、電圧を徐々に増加させるとある電圧値で継電器 

   の動作ターゲットが動作します。この電圧値が“動作電圧値”です。 

      又、ストップ信号端子に継電器の動作信号が入力され、動作ランプと動作ブザーが 

   動作する為、継電器が動作を継電器のターゲットをたえず確認せずに試験が行えます。 

１１．零相電圧（電流）調整ツマミを“０”にします。 

１２．零相電流調整ツマミを“０”にします。 

１３．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

１４．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（補助電源ランプ消灯） 

１５．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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  ３－４：位相特性試験 

  ＪＩＳ規格では、零相電流を整定値の１０００％、零相電圧を整定値の１５０％にし、 

位相角を不動作領域から動作領域へ移相していき継電器が動作する値を測定すると規定して

います。測定は、進み、遅れの２点を測定します。 

 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．補助電源切替スイッチの電圧を確認し、補助電源スイッチを“ＯＮ”にして、継電器 

   に動作電源を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

  ３．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ４．位相調整ツマミを進み方向いっぱいに回します。 

  ５．零相電流を整定値の１０００％の電流を零相変流器に流します。 

  ０．２Ａ×１０００％＝２Ａ 

 ＊通常は、零相変流器の試験用端子（Kｔ、Lｔ）に流します。 

      零相電流切替スイッチを“５Ａ”に設定します。 

  ６．零相電流ツマミを回し、“２Ａ”に調整します。（電流計“２Ａ”指示） 

  ７．零相電圧を整定値の１５０％の電圧を零相電圧検出用コンデンサに印加します。 

  ３８１０Ｖ×５％×１５０％＝２８５Ｖ 

屋外用（柱状の開閉器に付属）の場合は、直接検出用コンデンサに印加するのは 

   できない為、制御装置のテスト端子のみの印加になります。 

      零相電圧（電流）切替スイッチを“５００Ｖ”に設定します。 

  ８．零相電圧（電流）調整ツマミを回し、“２８５Ｖ”に調整します。 

     （電圧（電流）計“２８５Ｖ”指示） 

  ９．位相スイッチを“ＯＮ”にします。 

１０．継電器の動作ターゲットを見ながら、徐々に位相調整ツマミを遅れ方向へ回すとある 

   位相角で継電器の動作ターゲットが動作します。この位相角が“進みの位相角”です。 

      又、ストップ信号端子に継電器の動作信号が入力され、動作ランプと動作ブザーが 

   動作する為、継電器が動作を継電器のターゲットをたえず確認せずに試験が行えます。 

１１．進みの位相角の測定ができましたら、そのまま遅れの不動作領域まで位相を調整し 

ます。 

     遅れの不動作領域まで調整が終了しましたら、継電器の動作ターゲットをリセット 

します。 

１２．継電器の動作ターゲットを見ながら、徐々に位相調整ツマミを進み方向へ回すとある 

   位相角で継電器の動作ターゲットが動作します。この位相角が“遅れの位相角”です。 

１３．零相電圧（電流）調整ツマミを“０”にします。 

１４．零相電流調整ツマミを“０”にします。 

１５．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

１６．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（補助電源ランプ消灯） 

１７．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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  ３－５：動作時間試験 

  ＪＩＳ規格では、零相電圧を整定値の１５０％にし、位相角を 高感度角に調整します。 

零相電流を整定値の１３０％、４００％の動作時間を測定すると規定しています。 

 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．補助電源切替スイッチの電圧を確認し、補助電源スイッチを“ＯＮ”にして、継電器 

   に動作電源を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

  ３．電流整定スイッチを“ＯＮ”にします。 

  ４．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ５．零相電流を整定値の１３０％の電流を零相変流器に流します。 

  ０．２Ａ×１３０％＝０．２６Ａ 

 ＊通常は、零相変流器の試験用端子（Kｔ、Lｔ）に流します。 

      零相電流切替スイッチを“０．５Ａ”に設定します。 

  ６．零相電流ツマミを回し、“０．２６Ａ”に調整します。（電流計“０．２６Ａ”指示） 

  ７．零相電圧を整定値の１５０％の電圧を零相電圧検出用コンデンサに印加します。 

  ３８１０Ｖ×５％×１５０％＝２８５Ｖ 

   屋外用（柱状の開閉器に付属）の場合は、直接検出用コンデンサに印加するのは 

できない為、制御装置のテスト端子のみの印加になります。 

      零相電圧（電流）切替スイッチを“５００Ｖ”に設定します。 

  ８．零相電圧（電流）調整ツマミを回し、“２８５Ｖ”に調整します。 

     （電圧（電流）計“２８５Ｖ”指示） 

  ９．位相計スイッチを“ＯＮ”にします。 

１０．位相調整ツマミを回し、位相計指示を継電器の 高感度角（進み０°)に調整します。 

１１．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

１２．“カウンタスイッチ”押し、“ＯＮ”状態にします。（カウンタスイッチ点灯） 

１３．電流整定スイッチを“ＯＦＦ”にします。 

１４．試験“ＯＮ”スイッチを押します。 

（試験ランプ点灯、各試験要素出力、カウント開始） 

１５．継電器が動作し、カウンタが停止します。この時の値が１３０％の時の動作時間です。

（試験ランプ消灯、各要素停止） 

１６．１３０％と同様に零相電流を整定値が４００％の時の時限を測定します。 

１７．電流整定スイッチを“ＯＮ”にします。 

１８．零相電流調整ツマミを“０”にします。 

１９．零相電流を整定値の４００％の電流を零相変流器に流します。 

  ０．２Ａ×４００％＝０．８Ａ 

 ＊通常は、零相変流器の試験用端子（Kｔ、Lｔ）に流します。 

      零相電流切替スイッチを“１．５Ａ”に設定します。 

２０．零相電流ツマミを回し、“０．８Ａ”に調整します。（電流計“０．８Ａ”指示） 

２１．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

２２．カウンタ“リセットスイッチ”を押します。（カウンタ表示“０．０００”） 

２３．電流整定スイッチを“ＯＦＦ”にします。 

２４．試験“ＯＮ”スイッチを押します。 

（試験ランプ点灯、各試験要素出力、カウント開始） 

２５．継電器が動作し、カウンタが停止します。 

この時の値が４００％の時の動作時間です。（試験ランプ消灯、各要素停止） 

２６．零相電圧（電流）調整ツマミを“０”にします。 

２７．零相電流調整ツマミを“０”にします。 
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２８．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

２９．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（補助電源ランプ消灯） 

３０．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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  ３－６：慣性特性試験 

  ＪＩＳ規格では、零相電圧を整定値の１５０％、零相電流を整定値の４００％にし、 

位相角を 高感度角に調整します。この状態で、５０ｍｓ間電圧と電流を継電器に加え 

継電器が動作しない事を確認します。 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．補助電源切替スイッチの電圧を確認し、補助電源スイッチを“ＯＮ”にして、継電器 

    に動作電源を供給します。（補助電源ランプ点灯） 

  ３．電流整定スイッチを“ＯＮ”にします。 

  ４．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ５．零相電流を整定値の４００％の電流を零相変流器に流します。 

  ０．２Ａ×４００％＝０．８Ａ 

 ＊通常は、零相変流器の試験用端子（Kｔ、Lｔ）に流します。 

      零相電流切替スイッチを“１．５Ａ”に設定します。 

  ６．零相電流ツマミを回し、“０．８Ａ”に調整します。（電流計“０．８Ａ”指示） 

  ７．零相電圧を整定値の１５０％の電圧を零相電圧検出用コンデンサに印加します。 

  ３８１０Ｖ×５％×１５０％＝２８５Ｖ 

   屋外用（柱状の開閉器に付属）の場合は、直接検出用コンデンサに印加するのは 

できない為、制御装置のテスト端子のみの印加になります。 

      零相電圧（電流）切替スイッチを“５００Ｖ”に設定します。 

  ８．零相電圧（電流）調整ツマミを回し、“２８５Ｖ”に調整します。 

     （電圧（電流）計“２８５Ｖ”指示） 

  ９．位相計スイッチを“ＯＮ”にします。 

１０．位相調整ツマミを回し、位相計指示を継電器の 高感度角（進み０°)に調整します。 

１１．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

１２．電流整定スイッチを“ＯＦＦ”にします。 

１３．慣性スイッチを“ＯＮ”にします。 

１４．出力時間設定スイッチを“５０ｍｓ”に設定します。 

１５．試験“ＯＮ”スイッチを押します（試験ランプ点灯、各要素５０ｍｓ出力） 

１６．継電器が動作しない事（１秒間程度）を確認します。 

１７．零相電圧（電流）調整ツマミを“０”にします。 

１８．零相電流調整ツマミを“０”にします。 

１９．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

２０．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（補助電源ランプ消灯） 

２１．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

 

  小慣性動作時間測定について 

   ＪＩＳ規格では、５０ｍｓのみですが、出力時間を増やしていき 小の慣性動作時間を  

 測定していくと毎年の継電器の特性変化が把握できます。 

    慣性試験機能は、 小慣性動作時間を測定できるように１ｍｓ単位で設定できるように 

 なっています。 
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  ３－７：判定基準 

  １．動作電流試験 ：整定値に対し±１０％ 

  ２．動作電圧試験 ：整定値に対し±２５％以内 

  ３．位相特性試験 ：製造者が明示する範囲 

  ４．動作時間試験 ：電流整定値１３０％に対し０．１～０．３秒 

     電流整定値４００％に対し０．１～０．２秒 

   ＊動作時間が整定できるタイプは、 小時間の場合 

         ＊負荷開閉器との連動試験の場合 

   ：電流整定値の８０％に対しては、不動作 

   ：電流整定値１３０％に対し０．４秒以内 

     電流整定値４００％に対し０．３秒以内 

  ５．慣性特性試験 ：試験条件の出力を５０ｍｓ出力した時に、動作しない事 
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  ３－８：試験上の注意事項 

 

  １．継電器の制御電源の接続 

    他電源の試験で継電器へ制御電源を供給する時は、必ず継電器のＰ１、Ｐ２を外して 

 接続して下さい。外さずに供給すると、高圧回路に高圧が発生します。 

 

  ２．連動試験の場合 

    活線状態の動作時間測定時は、負荷をできるだけ接続していない状態で行います。負荷

が接続されていると残留電荷の影響により、動作時間が遅くなります。 

 

  ３．活線状態での試験 

    活線状態での試験時は、試験器の特性を理解し行って下さい。 

    活線状態では各試験要素を印加しなくても受電状況によって零相電流、零相電圧が発生 

しています。そのため、動作電流値が高くなったり、反対に少なくなったり、又は変化し 

たりする場合もあります。 

  

  ４．ＰＡＳ、ＰＧＳの試験（自己診断機能について） 

    ＰＡＳ、ＰＧＳを動作させない場合は、トリップ信号Ｖａ、Ｖｃを外して行います。 

そして、連動の動作時間を測定する時にトリップ信号の配線を復帰し、時間を測定 

します。しかし、自己診断機能が付いている継電器は、トリップ配線の断線確認の機能が

付いているものがあります。この時は、トリップ信号の配線を外す事によってアラームが

動作しますので注意して下さい。 

 

  ５．ＰＡＳ、ＰＧＳの試験（動作電源について） 

    ＶＴ内蔵タイプは、絶対に制御電源（Ｐ1、Ｐ2）から試験装置に電源を供給しないで 

下さい。過負荷によってレアショートになり、波及事故を起こします。 

 

  ６．ＳＯＧの試験方法に付いて 

    ＳＯＧは一般的に継電器の試験用スイッチのみで試験を行います。しかし、開閉器の 

 機種によっては、継電器に模擬過電流を流し、過電流ロック状態を動作させる事ができる   

ものもあります。 
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図1：柱上のDGR試験回路（停電状態、継電器単体） 

＊３１００ＣＶＫ共通 
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図2：電気室内のＤＧＲ試験回路図（停電状態、継電器単体） 

＊３１００ＣＶＫ共通 
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４． 電圧継電器（不足電圧継電器）試験方法 
 

  ＊継電器の設定例は、下記のような設定とします。 

 継電器機種  ：不足電圧継電器 

 区分   ：静止形 

 電圧整定タップ ：７０Ｖ 

 時間整定タップ ：1秒 

 定格電圧  ：１１０Ｖ 

     試験方法は、継電器単体試験、試験用電源は他電源方式 

 

  ４－１．試験準備 

  １．各スイッチを下記のように設定して下さい。 

 電源スイッチ・・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 補助電源スイッチ・・・・・・・・ＯＦＦ 

 ストップ信号切替スイッチ・・・・電圧 

 慣性スイッチ・・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 常時電圧出力スイッチ・・・・・・ＯＦＦ 

 電流整定スイッチ・・・・・・・・ＯＦＦ 

 試験切替スイッチ・・・・・・・・ＶＲ試験 

 電圧切替スイッチ・・・・・・・・試験電圧 

 位相計スイッチ・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 位相調整ツマミ・・・・・・・・・０ 

 零相電圧（電流）切替スイッチ・・２５Ｖ 

 零相電圧（電流）調整ツマミ・・・０ 

 零相電流切替スイッチ・・・・・・０．５Ａ 

 零相電流調整ツマミ・・・・・・・０ 

 周波数スイッチ・・・・・・・・・出力する周波数 

 

  ２．試験回路（図３）を構成します。  

  ３．ストップ信号切替スイッチを継電器動作信号に応じて設定します。 
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  ４－２：動作電圧値、復帰電圧値試験 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ３．電圧を徐々に継電器へ印加します。継電器の整定タップは１１０Ｖなので、零相電圧 

     （電流）切替スイッチを“２５０Ｖ”に設定します。 

  ４．零相電圧（電流）調整ツマミを回し、“１１０Ｖ”に調整します。 

     （電圧計“１１０Ｖ”指示） 

  ５．継電器の動作ターゲットを見ながら、電圧を徐々に減少させるとある電圧値で継電器 

      の動作ターゲットが動作します。この電圧値が“動作電圧値”です。 

      又、ストップ信号端子に継電器の動作信号が入力され、動作ランプと動作ブザーが 

      動作するため、継電器が動作を継電器のターゲットをたえず確認せずに試験が行え 

ます。 

  ５．動作値確認後、電圧を徐々に増加させるとある電圧値で継電器が動作状態から復帰 

     状態になります。この電圧値が“復帰電圧値”です。 

  ６．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

  ７．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

 



２４ 
 

  ４－３：動作時間試験 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．電圧切替スイッチを“試験電圧”にして下さい。 

  ３．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ４．継電器に整定値の７０％の電圧を印加します。 

  ７０Ｖ×７０％＝４９Ｖ継電器に基準電圧を印加します。 

      零相電圧（電流）切替スイッチを“２５０Ｖ”に設定します。 

  ５．零相電圧（電流）ツマミ（微調）を回し、“４９Ｖ”に調整します。 

    （電圧計“１１０Ｖ”指示） 

  ６．電圧切替スイッチを“基準電圧”にして下さい。 

  ７．零相電圧（電流）調整ツマミ（粗調）を回し、“１１０Ｖ”に調整します。 

     （電圧（電流）計“１１０Ｖ”指示） 

  ８．継電器の復帰を確認後、動作ターゲットを復帰します。 

  ９．“カウンタスイッチ”押し、“ＯＮ”状態にします。（カウンタスイッチ点灯） 

１０．電圧切替スイッチを“試験電圧”にして下さい。 

     （基準電圧⇒試験電圧、カウンタスタート） 

１１．継電器が動作し、カウンタが停止します。この時の値が動作時間です。 

     （試験ランプ消灯、各要素停止） 

１２．零相電圧（電流）調整ツマミを“０”にします。 

１３．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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５．電圧継電器（過電圧継電器）試験方法 
   

＊継電器の設定例は、下記のような設定とします。 

 継電器機種  ：過電圧継電器 

 区分   ：静止形 

 電圧整定タップ ：１２０Ｖ 

 時間整定タップ ：1秒 

 定格電圧  ：１１０Ｖ 

     試験方法は、継電器単体試験、試験用電源は他電源方式 

 

  ５－１：試験準備 

  １．各スイッチを下記のように設定して下さい。 

 電源スイッチ・・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 補助電源スイッチ・・・・・・・・ＯＦＦ 

 ストップ信号切替スイッチ・・・・電圧 

 慣性スイッチ・・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 常時電圧出力スイッチ・・・・・・ＯＦＦ 

 電流整定スイッチ・・・・・・・・ＯＦＦ 

 試験切替スイッチ・・・・・・・・ＶＲ試験 

 電圧切替スイッチ・・・・・・・・試験電圧 

 位相計スイッチ・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 位相調整ツマミ・・・・・・・・・０ 

 零相電圧（電流）切替スイッチ・・２５Ｖ 

 零相電圧（電流）調整ツマミ・・・０ 

 零相電流切替スイッチ・・・・・・０．５Ａ 

 零相電流調整ツマミ・・・・・・・０ 

 周波数スイッチ・・・・・・・・・出力する周波数 

 

  ２．試験回路（図３）を構成します。  

  ３．ストップ信号切替スイッチを継電器動作信号に応じて設定します。 
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  ５－２：動作電圧値、復帰電圧値試験 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ３．電圧を徐々に継電器へ印加します。継電器の整定タップは１１０Ｖなので、零相電圧 

     （電流）切替スイッチを“２５０Ｖ”に設定します。 

  ４．零相電圧（電流）調整ツマミを回し、“１１０Ｖ”に調整します。 

     （電圧計“１１０Ｖ”指示） 

  ５．継電器の動作ターゲットを見ながら、電圧を徐々に増加させるとある電圧値で継電器 

      の動作ターゲットが動作します。この電圧値が“動作電圧値”です。 

      又、ストップ信号端子に継電器の動作信号が入力され、動作ランプと動作ブザーが 

     動作するため、継電器が動作を、継電器のターゲットをたえず確認せずに試験が 

行えます。 

  ６．動作値確認後、電圧を徐々に減少させるとある電圧値で継電器が動作状態から復帰 

   状態になります。この電圧値が“復帰電圧値”です。 

  ７．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

  ８．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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  ５－３：動作時間試験 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．電圧切替スイッチを“試験電圧”にして下さい。 

  ３．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ４．継電器に整定値の１２０％の電圧を印加します。 

  １２０Ｖ×１２０％＝１４４Ｖ継電器に基準電圧を印加します。 

      零相電圧（電流）切替スイッチを“２５０Ｖ”に設定します。 

  ５．零相電圧（電流）ツマミ（微調）を回し、“１４４Ｖ”に調整します。 

     （電圧計“１４４Ｖ”指示） 

  ６．電圧切替スイッチを“基準電圧”にして下さい。 

  ７．零相電圧（電流）調整ツマミ（粗調）を“０”にします。 

     （電圧（電流）計“０Ｖ”指示） 

  ８．継電器の復帰を確認後、動作ターゲットを復帰します。 

  ９．“カウンタスイッチ”を押し、“ＯＮ”状態にします。（カウンタスイッチ点灯） 

１０．電圧切替スイッチを“試験電圧”にして下さい。 

     （基準電圧⇒試験電圧、カウンタスタート） 

１１．継電器が動作し、カウンタが停止します。 

この時の値が動作時間です。（試験ランプ消灯、各要素停止） 

１２．零相電圧（電流）調整ツマミを“０”にします。 

１３．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 
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図3：ＶＲ試験回路図（停電状態、継電器単体） 

＊３１００ＣＶＫ共通 
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６．逆電力継電器試験方法 
   

＊継電器の設定例は、下記のような設定とします。 

 電圧整定タップ ：ＡＣ１１０Ｖ 

 電流整定タップ ：４．５Ａ 

 電力整定タップ ：１０％ 

 時間整定タップ     ：０．５秒 

     試験方法は、継電器単体試験、試験用電源は他電源方式 

 

  ６－１：試験準備 

  １．各スイッチを下記のように設定して下さい。 

 電源スイッチ・・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 補助電源スイッチ・・・・・・・・ＯＦＦ 

 常時電圧出力スイッチ・・・・・・ＯＦＦ 

 電流整定スイッチ・・・・・・・・ＯＦＦ 

 位相計スイッチ・・・・・・・・・ＯＦＦ 

 位相調整ツマミ・・・・・・・・・０ 

 零相電圧（電流）切替スイッチ・・２５Ｖ 

 零相電圧（電流）調整ツマミ・・・０ 

 零相電流切替スイッチ・・・・・・０．５Ａ 

 零相電流調整ツマミ・・・・・・・０ 

 補助電源切替スイッチ・・・・・・継電器の制御電源 

 周波数スイッチ・・・・・・・・・出力する周波数 

 

  ２．試験回路（図４）を構成します。 

（商用電源を試験器の電源として使用する場合、極性端子を接地して極性ランプが 

点灯する側に電源の極性を合わします。） 

  ３．ストップ信号切替スイッチを継電器動作信号に応じて設定します。 
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  ６－２：動作値試験 

  逆電力継電器の場合、電圧、電流、力率のどの要素が変化しても動作します。しかし、 

一般的な試験方法は、電流出力のみを変化させ試験を行います。 

  単相入力による逆電力継電器の試験は、√３／２倍の電流を流し試験を行います。 

 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．補助電源切替スイッチの電圧を確認し、補助電源スイッチを“ＯＮ”にして継電器に 

動作電源を供給します。 

 ３．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ４．電圧入力に定格電圧の“１１０Ｖ“を印加します。 

  ５．零相電圧（電流）切替スイッチを“２５０Ｖ”に設定します。 

  ６．零相電圧（電流）調整ツマミを回し、“１１０Ｖ”に調整します。 

     （電圧（電流）計“１１０Ｖ”指示） 

  ７．電流を徐々に継電器へ流します。継電器の整定タップは10％なので、 

動作電流は下記のようになります。 

  110V×4．5A×√３×10%/100＝85．74W 

      動作値は整定タップの９５％なので、 

  85．74W×95%/100＝81．45W 

      電圧は、一定なので、 

  81．45W÷（110V×√３）＝427．50mA 

      単相試験の場合は、√3/2倍の電流を流すため、 

  427．50mA×√3/2＝370．23mA 

      の電流値になります。 

     零相電流切替スイッチを“０．５Ａ”に設定します。 

  ８．零相電流調整ツマミを回し、０．２Ａ程度流します。 

  ９．位相計スイッチを“ＯＮ”にします。 

１０．位相調整ツマミを回し、位相計指示を同相（0°）に調整します。 

１１．継電器の制御電源を供給します。 

１２．継電器の検出ランプを見ながら、電流を徐々に減少させるとある電流値で継電器の 

   検出ランプが点灯します。この電流値が“動作電流値”です。 

１３．零相電圧（電流）調整ツマミを“０”にします。 

１４．零相電流調整ツマミを“０”にします。 

１５．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

１６．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（補助電源ランプ消灯） 

１７．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

 

＊ 位相に関しては、継電器によって試験方法が異なる場合がありますので、 

メーカの試験例を参考にして下さい。 
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  ６－３：位相特性試験 

  位相特性の測定は、電圧は一定で力率を進み、遅れで位相ﾎﾟｲﾝﾄを決め動作電流値を測定 

します。 

  例として進み、遅れ各３０°の場合の測定を説明します。 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．補助電源切替スイッチの電圧を確認し、補助電源スイッチを“ＯＮ”にして、継電器 

   に動作電源を供給します。 

 ３．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ４．電圧入力に定格電圧の“１１０Ｖ”を印加します。 

  ５．零相電圧（電流）切替スイッチを“２５０Ｖ”に設定します。 

  ６．零相電圧（電流）調整ツマミを回し、“１１０Ｖ”に調整します。 

     （電圧（電流）計“１１０Ｖ”指示） 

  ７．電流を徐々に継電器へ流します。継電器の整定タップは10％で、進み、遅れ３０°の 

ときの動作電流は下記のようになります。 

  110V×4．5A×√３×10%/100＝85．74W 

      動作値は整定タップの９５％なので、 

  85．74W×95%/100＝81．45W 

      電圧は、一定なので、 

  81．45W÷（110V×√３）＝427．50ｍA 

      単相試験の場合は、√3/2倍の電流を流すため、 

  427．50ｍA×√3/2＝370．23ｍA 

      進み、遅れ３０°の電流値は、 

  370．23ｍA÷cos30°＝427．50mA 

      の電流値になります。 

      零相電流切替スイッチを“０．５Ａ”に設定します。 

  ８．零相電流調整ツマミを回し、０．３Ａ程度流します。 

  ９．位相計スイッチを“ＯＮ”にします。 

１０．位相調整ツマミを回し、位相計指示を進み“30°”に調整します。 

１１．継電器の制御電源を供給します。 

１２．継電器の検出ランプを見ながら、電流を徐々に減少させるとある電流値で継電器の 

   検出ランプが点灯します。この電流値が進み30°のときの“動作電流値”です。 

１３．零相電流調整ツマミを回し、０．３A程度流します。 

１４．位相調整ツマミを回し、位相計指示を遅れ“30°”に調整します。 

１５．継電器の検出ランプを見ながら、電流を徐々に減少させるとある電流値で継電器の 

   検出ランプが点灯します。この電流値が遅れ30°のときの“動作電流値”です。 

１６．零相電圧（電流）調整ツマミを“０”にします。 

１７．零相電流調整ツマミを“０”にします。 

１８．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

１９．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（補助電源ランプ消灯） 

２０．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

 

＊ 位相に関しては、継電器によって試験方法が異なる場合がありますので、 

メーカの試験例を参考にして下さい。 
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  ６－４：動作時間試験 

  動作時間の測定は、電圧、力率は、一定で電流を、0から整定値各％ 

(100/200/300/400/500％）に急変させたときの動作時間を測定します。 

 

  １．電源スイッチを“ＯＮ”にして下さい。（電源ランプ点灯、カウンタ表示） 

  ２．補助電源切替スイッチの電圧を確認し、補助電源スイッチを“ＯＮ”にして、継電器 

   に動作電源を供給します。 

 ３．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯） 

  ４．電圧常時出力スイッチを“ＯＮ”にします。 

  ５．電圧（定格電圧１１０Ｖ）を印加します。 

  ６．零相電圧（電流）切替スイッチを“２５０Ｖ”に設定します。 

  ７．零相電圧（電流）調整ツマミを回し、“１１０Ｖ”に調整します。 

     （電圧（電流）計“１１０Ｖ”指示） 

  ８．試験電流を整定します。継電器の整定タップは10％なので、試験電流は下記のように 

   なります。 

  110V×4．5A×√３×10%/100＝85．74W 

      電圧は、一定なので、 

  85．74W÷（110V×√３）＝450mA 

      単相試験の場合は、√3/2倍の電流を流すため、 

  450mA×√3/2＝389．70mA 

    の電流値になります。 

      零相電流切替スイッチを“０．５Ａ”に設定します。 

  ９．電流整定スイッチを“ＯＮ”にします。 

１０．零相電流調整ツマミを回し、“389．70mA”流します。 

１１．位相計スイッチを“ＯＮ”にします。 

１２．位相調整ツマミを回し、位相計指示を同相（0°）に調整します。 

１３．継電器の制御電源を供給します。 

１４．試験“ＯＦＦ”スイッチを押します。（試験ランプ消灯） 

１５． 電流整定スイッチを“ＯＦＦ”にします。 

１６．カウンタスイッチを“ＯＮ”状態にします。（カウンタスイッチランプ点灯） 

１７．ストップ信号切替スイッチを継電器の動作信号に応じた設定にします。 

１８．試験“ＯＮ”スイッチを押します。（試験ランプ点灯、カウント開始） 

１９．継電器動作信号が試験装置に入力されカウンタが停止します。（各出力停止） 

２０．零相電圧（電流）調整ツマミを“０”にします。 

２１．零相電流調整ツマミを“０”にします。 

２２．補助電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（補助電源ランプ消灯） 

２３．電源スイッチを“ＯＦＦ”にします。（電源ランプ消灯） 

２４．同様に各％の試験を行います。 

 

＊ 位相に関しては、継電器によって試験方法が異なる場合がありますので、 

メーカの試験例を参考にして下さい。 
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図4：逆電力継電器試験回路図 

＊３１００ＣＶＫ共通 
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外形図 ＤＧＲ－３０５０ＣＶＫ 
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ＤＧＲ－３１００ＣＶＫ 

 


